
  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

『スクラップブッキング講座』 

  日  時  平成３０年２月２４日（土） １３時３０分～１５時 

  場  所  なんなんひろば３階 郷土資料室 

  定  員  １０名（要申込み）  

  対  象    小学校高学年～大人まで  

  材料費  １，０００円 

  講  師  小澤 ゆきこ先生（スクラップブッキング協会認定講師） 

  持ち物  えんぴつ 消しゴム はさみ カッター 好きな写真 

 

平成３０年 ２月１日発行 第５８号 

編集・発行 松本市  

中央図書館 

〒390-0861  

松本市蟻ケ崎 2-4-40 

電話／0263(32)0099 

２月の図書館イベント  

 『入門 消しゴムはんこ講座（大人向け）』 

日  時 平成３０年２月１７日（土） １３時～１５時頃 

場  所 梓川図書館 ２階会議室 

定  員 １５名（要申込み）    

材料費 ６５０円（当日集めさせていただきます） 

講  師 矢崎 直美さん（山のはんこ屋「のら猫工房」） 

※大人のための講座です。（託児の用意はありません。） 

作ってみたい図案がある方は、その図案をお持ちください。 

 

２月２２日は 

 戌年だけど “猫の日” です 

猫ブームと言われている昨今ですが、皆さん猫の日をご存知ですか？ 

１９８７年に、愛猫家の学者・文化人が構成する猫の日実行委員会が、一般社団

法人ペットフード協会との協力で公募をして、９千通の中から選ばれました。日に

ちを２月２２日にした理由は、猫の鳴き声の「にゃん、にゃん、にゃん」に合わせ

た語呂合わせです。 

「猫の日」は世界中でも制定されていますが、実は各国によって制定日が違いま

す。その中で世界共通の「世界猫の日」は８月８日です。こちらは国際動物福祉基

金が中心となり制定されましたが、詳しい由来はわかっていません。 

 猫の日があるという事はもちろん「犬の日」も制定されています。犬の日は１１

月１日（ワン、ワン、ワン）となります。犬好きの方はまだ先なので待ち遠しいで

すね。 

図書館にある猫や犬の本を読んで、一層楽しい日になればうれしいです♪ 

※参考「記念日・祝日の事典」 （加藤 迪男／編 東京堂出版） 

   「今日は何の日 四訂版」（ＰＨＰ研究所／編 ＰＨＰ研究所） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ ア「大人のための妖怪と鬼の昔話」（綜合図書/２０１４年） 

  イ「知識ゼロからの妖怪入門」 

（小松和彦/幻冬舎/２０１５年） 

  ウ「絵で見る江戸の妖怪図鑑」 

（善養寺ススム/廣済堂出版/２０１５年） 

 

 日本の妖怪に関連した資料を集めたところ、アの資料に、牛の

角と鬼の腰巻という姿は陰陽道の鬼門の方角丑寅（うしとら）か

ら鬼が侵入するためだとありました。他の資料にも同じことが書

いてあるのか探したところ、イの資料（P50）に、虎の腰巻をし

た鬼の姿は江戸時代に確立されたとあり、江戸時代の妖怪に関連

したウの資料を参照しました。ウの資料(P82)には、江戸時代に

鬼の姿が確立したこと、「凶事が 

丑寅の方角から来る」という唐の 

教えにより鬼が虎柄のパンツを身 

につけていると分かりました。 

 

図書館には、調べ物のお手伝いをするサービスがあります。 

本についての問い合わせ以外にも、身近な疑問についてもお調べ

していますので、お気軽にご利用ください。 

「ねこといぬ」 岩合光昭 クレヴィス 

【６４５イ 所蔵館：本郷 中山 】 

ねこの写真といえば岩合光昭さんです。今回はなんと今年の干支でもあるわんちゃんとい

っしょ。日本だけでなく、世界中の仲の良いねこといぬが目白押し。こんなに仲よく写っ

ていると別の動物なのが嘘みたいです。いっしょにずっともふもふしていたい…そんな 1

冊です！ 

 

「ひろしまレポート」 松本市総務部平和推進課/編 松本市 

【３１９ヒ 所蔵館：中央 空港 梓川 】 

毎年８月６日の広島平和記念式典に、松本市の中学生代表が参加しています。このレ

ポートからは、式典に参加した４４名それぞれが受け止めた被爆の事実や戦争の恐ろし

さ、命の尊さなどを通して平和を願う思いが伝わってきます。巻末には中央図書館平和

資料コーナー常設図書の一覧表もついています。ぜひ読んでみてください。 

 

 

児童書 

図書館に 聞いてみよう！ 

一般書 

平成２９年 1２月１５日～ 

平成３０年１月１５日受付 

１位『おもかげ』 浅田 次郎／著、毎日新聞出版 

 

２位『ふたご』 藤崎 彩織／著、文藝春秋 

                   

３位『屍人壮の殺人』 今村 昌弘／著、東京創元社 

 

４位『九十歳。何がめでたい』佐藤 愛子／著、小学館 

 

５位『ノーマンズランド』 誉田 哲也／著、光文社 
 

 

 

１位『君たちはどう生きるか』 

         吉野 源三郎／著、マガジンハウス 

 

２位『えがないえほん』  

B．J．ノヴァク／さく、早川書房 

  

３位『ざんねんないきもの事典 続』 

           今井 忠明／監修、高橋書店 

     

４位『ざんねんないきもの事典 [正]』 

           今井 忠明／監修、高橋書店 

 

５位『かいけつゾロリのちていたんけん』                    

                  原 ゆたか／さく・え、ポプラ社 

 

 

【今月の事例】  

 Ｑ鬼のパンツはどうして虎柄なのか。 

 

松本市図書館 アルプスの山々 

 

2 月 8 日（木）１2：３０～ 

チャンネル：79.1MHz  
※放送日等変更になる可能性もあるのでご了承ください 

ＦＭまつもと 今月の出演 

ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ QR ｺｰﾄﾞ 


